
１ 　 第 7 8 1 5 号 　 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） １ 月 ２ ４ 日 ㈯

少 女

同 じ 時 間 に バ ス 停 で 出 会 う と い つ の 間に か 世 間 話 を す る よ う に な る 。  「 ス ポー ツ ク ラ ブ に 通 っ て い る ん で す 」 と 言っ た 。 背 筋 の 伸 び た ス ラ リ と し た 同 じ高 齢 者 。 秋 に な っ て そ の 人 と は 出 会 わな く な っ た 。 何 か あ っ て 生 活 の リ ズ ムが 変 わ っ た の だ ろ う か 。 心 配 だ 。　
八 時 の バ ス に 乗 れ ば 黒 鞄 を 下 げ た 商

店 街 に 通 勤 す る 女 性 を い つ も 見 る し 、十 時 で は 、 押 し 車 を 持 っ て 乗 り 込 む 高齢 の 女 性 に 頻 繁 に 出 会 う 。　
冬 の コ ー ト を 初 め て 着 た 日 、 午 後 四

時 過 ぎ の バ ス で 久 し ぶ り に 少 女 と 出 会

　
長 年 循 環 バ ス を 利 用 し て

い る と 、 馴 染 み の 人 が で きる 。 一 週 間 に 数 度 同 じ 人 と

っ た 。 少 女 は 大 き く な っ て い た 。　
最 初 は 小 学 校 に 入 学 し た 日 だ 。 七

時 の バ ス に 乗 っ た ら 、 Ｂ バ ス 停 か ら少 女 が お 母 さ ん に 見 送 ら れ て 乗 っ て来 た 。 ラ ン ド セ ル を 背 に 目 を 見 開 き緊 張 し た 顔 を し て い た 。 お 母 さ ん も心 配 そ う に い つ ま で も 手 を 振 っ て いた 。 数 か 月 し て 出 会 っ た ら 、 少 女 はひ と り で 軽 や か に 乗 っ て 来 た 。 見 送り の お 母 さ ん は い な い 。 そ れ か ら 時々 朝 や 帰 り の バ ス で 出 会 う よ う に なっ た 。 そ し て 、 久 方 ぶ り の 今 日 、 背も 伸 び 、 表 情 も 引 き 締 ま り 、 行 動 も落 ち 着 い て 自 信 に 溢 れ て い た 。 運 転手 さ ん に 「 あ り が と う ご ざ い ま した 」 と 挨 拶 し て 下 車 。 可 愛 い 少 女 、風 邪 ひ か な い で ね 。 又 会 い ま し ょう 。

　
レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ が 戦

う Ｊ ２

･

Ｊ ３ 百 年 構 想 リ

ー グ 地 域 リ ー グ ラ ウ ン ドの 試 合 日 程 が 発 表 さ れ まし た 。　
開 幕 戦 は ２ 月 ８ 日

（ 日 ）  に ア ウ ェ イ で ロ ア ッソ 熊 本 と 対 戦 し 、 ホ ー ム開 幕 戦 は ２ 月

1 5日  （ 日 ）  に

Ｊ リ ー グ 初 参 入 と な る レイ ラ ッ ク 滋 賀 を 迎 え て 行

い ま す 。　
開 幕 ま で 残 り 約 ２ 週

間 。 チ ー ム は こ の 特 別 なシ ー ズ ン を 戦 い 抜 く ため 、 ハ ー ド な ト レ ー ニ ング を 積 ん で い ま す 。 皆 さま 、 ぜ ひ 今 シ ー ズ ン も 維新 み ら い ふ ス タ ジ ア ムで 、 熱 い 後 押 し ・ ご 声 援を お 願 い し ま す ！

人 。 相 続 診 断 士 の 中 村 賢司 さ ん に 相 談 で き る 。　
過 去 の 参 加 者 は 、 実 際

に 相 続 が 始 ま っ て い る 人と 事 前 相 談 の 人 と が ほ ぼ同 数 。  「 参 加 を 迷 っ て いた が 、 実 際 に 相 談 し た らす っ き り し た 。 も っ と 早く 相 談 す れ ば 良 か っ た 」な ど の 声 が 聞 か れ る と いう 。　
申 し 込 み は 、 予 約 専 用

ダ イ ヤ ル （

０ １ ２ ０

－

７ ８

－

５ ４ ０ ０ 、 平 日 午

前 ９ 時 〜 午 後 ５ 時 ） から 。　 「 相 続 の こ と で 悩 ん だり 迷 っ て い る な ら 、 ま ず

い セ ン タ ー （ 山 口 市 小 郡下 郷 ） で 開 か れ る 。 ど ちら も 完 全 予 約 制 で 、 各 日５ 組 限 定 。 両 日 と も 開 催時 間 は 午 前

1 0時 か ら 午 後

４ 時 ま で で 、 相 談 時 間 は１ 組

4 0分 程 度 。

　
対 象 は 、 自 身 や 両 親 な

ど の 相 続 に つ い て 悩 ん でい る 、 今 か ら 相 続 手 続 きを 進 め る 、 離 婚 経 験 が あり 前 妻 （ 夫 ） に 子 ど も がい る 、 子 ど も の い な い 夫婦 、 財 産 を 相 続 さ せ た くな い 人 が 親 族 に い る 等 の

は 気 軽 に 相 談 を 」 と 中 村さ ん 。

　
県 相 続

セ ン タ ー山 口 店 によ る 「 相続 無 料 相談 会 」が 、

2 9日

（ 木 ）  に 県教 育 会 館（ 山 口 市大 手 町２ ） で 、
3 1　

 

日

（ 土 ）  に 小郡 ふ れ あ

2 9・

3 1日

山 口 市 内 ２ 会 場 で 開 催

相 続 診 断 士 が 無 料 相 談 会
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

低 学 年 の 発 表中 学 年 の 発 表

質 問 に 答 え る 末 永 弘 子 さ ん

歴 史 を 振 り 返 る パ ネ ル 展 示 も

高 学 年 の 発 表

　
昨 年

1 1月

1 5日 午 後 、

「 山 口 大 学 教 育 学 部 附 属山 口 小 学 校 創 立 １ ５ ０ 周年 記 念 式 典 」 が 山 口 市 民会 館 大 ホ ー ル で 開 か れ 、同 校 の 児 童 、 保 護 者 、 教職 員 、 同 窓 生 ら 約 ９ ５ ０人 が 参 加 し た 。　
最 初 に 行 わ れ た 式 典 で 　

山 口 大 教 育 学 部 附 属 山 口 小 学 校 は 、 本 年 度 創 立 １ ５ ０ 周 年 を 迎 え た 。
昨 年

1 1月 に は 記 念 式 典 が 山 口 市 民 会 館 で 開 か れ る な ど 、 各 種 記 念 事 業 も

実 施 。 同 校 へ の 寄 付 支 援 （ 目 標 額 ５ ０ ０ 万 円 ） も 、 ２ 月 末 ま で 呼 び か けら れ て い る 。 本 号 で は 、 式 典 の 様 子 な ど を 紹 介 す る 。

は 、 末 永 久 大 実 行 委 員長 、 久 保 田 尚 校 長 、 中 田充 山 口 大 教 育 学 部 長 が あい さ つ 。 伊 藤 和 貴 山 口 市長 が 祝 辞 を 寄 せ た 。　
式 典 後 は 休 憩 を は さ

み 、 児 童 に よ る 発 表 な どの 記 念 イ ベ ン ト が 実 施 。司 会 は 、 ６ 年 生 の

圡 井

里

穂 さ ん 、 齋 藤 彩 歌 さ ん 、藤 原 優 花 さ ん 、 福 井 梨 愛さ ん の ４ 人 が 務 め た 。　
ま ず 、 ２ 学 年 ご と に

「 音 楽 発 表 」  。 低 学 年 は「 子 犬 の ビ ン ゴ 」 と「 虹 」  、 中 学 年 は 「 エ ー デル ワ イ ス 」 と 「 ド レ ミ の歌 」  、 高 学 年 は 「 星 笛 」「 ぼ く ら の 日 々 」  「 さ ん

ぽ 」 を 、 ダ ン ス な ど も 交え つ つ 披 露 し た 。　
次 に 、 同 校 の 愛 唱 歌

で 、 １ ９ ７ ２ 年 の 校 舎 改築 ま で 歌 わ れ て い た 「 学園 の 歌 」 と 、 そ れ 以 降 歌わ れ て い る 「 新 学 園 の歌 」 を 、 参 加 者 み な で 合唱 。 会 場 に は 、 旧 学 園 の歌 を 作 詞 し た 末 永 弘 子 さん （ 旧 姓 清 水 、 １ ９ ５ ２年 卒 ） も 来 場 。  「 ６ 年 生の 国 語 の 授 業 で 課 題 と して 出 さ れ 、 そ の 中 か ら 選ば れ た 」 と 当 時 の エ ピ ソー ド を 明 か し 、  「 約

7 0年

が 経 っ た 現 在 、 こ の 歌 を歌 っ て も ら い 感 無 量 です 」  と 話 し た 。  （ ３ 面 へ ）

1 1月 に 記 念 式 典 開 催 、  寄 付 も 募 集 中

創 立

１ ５ ０周 年 迎 え た 山 大 附 属 山 口 小

 １ 行 記 事　 初 心 者 対 象 の 植 栽 剪 定 教 室 が 、 ２ 月 １ ５ 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時 か ら 維 新 百 年 記 念 公 園 （ ☎ ０ ８ ３ － ９ ２ ２ － ０ １ ９ ９ ） で 。 参 加 料 は ５ ０ ０ 円 で 、 定 員 は 先 着 ３ ０ 人 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） １ 月 ２ ４ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

一 時 帰 国 し た 石 田 成 香 さ ん （ 左 ）

石 田 さ ん の 伴 奏 で 校 歌 斉 唱

　
（ ２ 面 よ り ） 続 い て 、

同 校 を 卒 業 し た ピ ア ニ スト ・ 石 田 成 香 さ ん  （

2 8）  が

登 壇 。 石 田 さ ん は 昨 年

1 0

月 か ら 、 ウ ィ ー ン 国 立 歌

劇 場 を 本 拠 地 と す る ウ ィー ン 国 立 バ レ エ 団 の 専 属ピ ア ニ ス ト を 務 め て いる 。 ま ず 、 恩 師 で あ る 元副 校 長 の 河 村 靖 彦 さ んと 、 同 校 に 通 っ て い た 当時 を 振 り 返 り 。 続 い て 、シ ョ パ ン の 曲 な ど 、 ア ンコ ー ル を 含 め て ６ 曲 の 演奏 を 披 露 し た 。　
最 後 に 、 石 田 さ ん の 伴

奏 で 、 全 員 で 校 歌 を 斉 唱し た 。

　
会 場 で は 、 同 校 の １ ５

０ 年 間 を 振 り 返 る パ ネ ル展 示 や 、 山 口 市 の 歴 史 を振 り 返 る 動 画 上 映 も され 、 人 気 を 集 め て い た 。

　 母 校 の 創 立 １ ５ ０ 周 年 記 念 事 業 を 催 す こ
と が で き 、 ま た 多 く の 関 係 者 の 皆 さ ま に ご
協 力 い た だ き ま し た こ と に 厚 く 御 礼 申 し 上
げ ま す 。
　 記 念 事 業 で は 、 亀 山 周 辺 を 本 校 や 山 口 大
学 が 彩 っ て き た 街 の 歴 史 を 改 め て 知 る こ と

　 創 立 １ ５ ０ 周 年 誠 に お め で と う ご ざ い ま
す 。 長 き に わ た る 歴 史 の 中 で 、 本 校 は 多 く
の 優 れ た 人 材 を 育 み 、 地 域 の 教 育 の 中 核 と
し て 、 ま た 全 国 の 教 育 の 発 展 に も 大 き く 貢
献 さ れ て き ま し た 。 ２ ０ ０ １ 年 （ 平 成 1 3
年 ） に 発 足 し ま し た 教 育 後 援 会 も 今 年 で

　 こ の 度 、 山 口 大 学 教 育 学 部 附 属 山 口 小 学
校 創 立 １ ５ ０ 周 年 記 念 式 典 を 昨 年 1 1 月 に
終 え る 事 が 出 来 ま し た 。 こ れ は ひ と え に 実
行 委 員 会 を 中 心 と し た 皆 様 の お か げ で あ る
と 大 変 感 謝 し て い ま す 。
　 こ の 式 典 で は 、 特 に 児 童 の 皆 さ ん の 立 派

　 創 立 １ ５ ０ 周 年 と い う 記 念 す べ き 節 目 を
迎 え 、 心 よ り お 祝 い 申 し 上 げ ま す 。 先 日 挙
行 さ れ ま し た 記 念 式 典 や 記 念 事 業 で の 子 供
た ち の 姿 は 、 １ ５ ０ 年 と い う 長 い 歴 史 の 中
で 培 わ れ て き た 伝 統 が 今 も 引 き 継 が れ て い
る こ と を 強 く 感 じ さ せ て く れ る 素 晴 ら し い

が で き 、 ま た 「 学 園 の 歌 」 「 新 学 年 の 歌 」 な ど の 歌 と 演 奏 は
微 笑 ま し く 懐 か し く も あ っ て 本 当 に 癒 や さ れ ま し た 。
　 さ ら に ２ ０ ０ 周 年 に 向 け て 市 民 に 愛 さ れ つ つ 歴 史 と 伝 統 が
受 け 継 が れ 、 学 舎 に 集 う 児 童 た ち と 先 生 方 に 誇 り と し て 刻 ま
れ て 、 山 口 県 の 教 育 の 中 心 と し て 益 々 発 展 し ま す よ う 祈 念 い
た し ま す 。

2 4 年 を 迎 え ま す が 、 こ う し た 歩 み の 一 端 に 携 わ れ る こ と を
誇 り に 思 っ て お り ま す 。 引 き 続 き 本 校 の 教 育 の 振 興 ・ 充 実 を
図 る た め に 必 要 な 支 援 が で き ま す よ う 努 め て ま い り ま す 。 そ
し て ま す ま す の ご 発 展 を 祈 念 し て お り ま す 。
　 追 伸 、 息 子 と 同 級 生 の 石 田 成 香 さ ん の 演 奏 に は 感 慨 深 い も
の が あ り ま し た 。

な 司 会 進 行 や 合 唱 、 記 念 行 事 に 向 け て の 活 動 な ど を も っ て 成
功 し た も の で す 。 こ の 経 験 に よ り 、 １ ７ ５ 周 年 、 ２ ０ ０ 周 年
の 式 典 を 担 っ て く れ る も の と 信 じ て い ま す 。
　 最 後 に な り ま し た が 、 学 校 に 寄 付 、 広 告 を 頂 い た 方 々 に は
大 変 感 謝 申 し 上 げ 、 こ れ か ら も 附 属 山 口 小 学 校 を 見 守 っ て 頂
け る よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

ひ と 時 と な り ま し た 。
　 「 １ ５ ０ 周 年 」 は 一 つ の 通 過 点 で す 。 こ れ か ら 時 代 が 変 わ
っ た と し て も こ れ ま で の 伝 統 を 絶 や す こ と な く 次 世 代 へ と 繋
い で い け る よ う 保 護 者 や 地 域 の 皆 様 の 温 か い ご 支 援 を い た だ
き な が ら 、 子 供 た ち が 安 心 し 笑 顔 で 過 ご す こ と が で き れ ば と
思 っ て お り ま す 。

ご あ い さ つ

創  立  １ ５ ０  周  年  を  迎  え  て

創 立 １ ５ ０ 周 年 記 念 事 業 実 行 委 員 会 委 員 長 　 末 永 久 大

教 育 後 援 会 会 長 　 藤 井 一 久

開  校  １ ５ ０  周  年  を  迎  え  て

創  立  １ ５ ０  周  年  を  祝  し  て

同 窓 会 （ 鴻 芳 会 ） 会 長 　 西 山 和 彦

Ｐ Ｔ Ａ 会 長 　 椋 木 貴 洋

 １ 行 記 事　 「 海 眺 の 宿 　 あ い お 荘 」 （ 山 口 市 秋 穂 東 、 ０ １ ２ ０ － ８ ４ － ２ ２ ０ ２ ） は 、 ２ 月 １ ７ 日 （ 火 ） と １ ８ 日 （ 水 ） の 午 後 ６ 時 か ら 「 車 海 老 食 べ 飲 み 放 題 」 を 実 施 。



2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） １ 月 ２ ４ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


